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１．総合評価落札方式における一括審査方式について
１－１．一括審査方式（制限付き取抜け）について

目的・内容が共通し、評価項目を共通にできる複数業務をまとめて公告し、入札
参加者に求める技術提案書等様式を１部とし、審査を行う方式

技術提案書等様式をそれぞれ作成、それぞれ審査 技術提案書等様式を１つ作成、審査

【通常】 【一括審査方式】

業務①②③

評価項目 A

A A A

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

技術提案書等様式 技術提案書等様式 技術提案書等様式

全業務同じ評価項目

※「制限付き取抜け」については、「１－３．一括審査方式（制限付き取抜け）における落札者決定方法」で説明

【適用条件】 発注者 発注者が同一（例：奈良県知事、各事務所長） ※令和３年度まで

発注時期 入札公告～開札までが同一

一括件数 ２件以上

目的・内容 目的・内容が共通

評価項目 評価項目が同一

【一括審査方式とは】
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【一括審査方式の適用に関する発注者条件の拡大】

【発注者条件①】本課発注案件のみ ※令和３年度までと同様

【発注者条件②】同一事務所発注案件のみ ※令和３年度までと同様

【発注者条件③】異なる出先機関発注案件 ※令和４年度より拡大

a a a

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

技術提案書等様式 技術提案書等様式 技術提案書等様式

業務① 業務② 業務③

評価項目 a

同一の発注者

a a a

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

技術提案書等様式 技術提案書等様式 技術提案書等様式

業務① 業務② 業務③

評価項目 a

奈良土木 郡山土木 高田土木

事例①②
イメージ図

事例③
イメージ図

全業務評価項目は共通各業務の評価項目は共通

※本課発注案件と出先機関発注案件を合わせた一括審査は実施出来ません。

１．総合評価落札方式における一括審査方式について

１－２．一括審査方式（制限付き取抜け）の適用条件の拡大について
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※入札参加申込書は業務毎に提出が必要
（いずれに参加するかは自由）

落札者の決定順序は、入札公告の
「落札者の決定方法等」に記載された順

まとめられた複数業務の内、
１企業が落札可能な業務案件
数を設定する方式
※落札可能案件数は、業務ごとに異なる

【制限付き取抜け】

※入札価格により、業務毎の評価値は変わります。

業務① 業務② 業務③ 業務④

評価値 2位 ３位→2位 3位→２位→1位

契約 - - 落札

評価値 １位 １位 １位 １位

契約 落札 落札 無効 無効

評価値 2位 ２位→1位 2位→１位

契約 - 落札
失格

（申立て）

参加者

A　社 参加なし

B　社

C　社 参加なし

公告で定めた落札可能案件数を満たし、次案
件以降も入札参加している場合 → 「無効」

1 ⃣

2 ⃣ 公告で定めた落札可能案件数を満たさず、書
面による落札辞退の申し立てを行った場合
→ 落札候補者の申し立てによる「失格」

落札可能案件数を
２件に設定した場合

１．総合評価落札方式における一括審査方式について

１－３．一括審査方式（制限付き取抜け）における落札者決定方法について

○落札可能案件数、落札候補者の申し立てによる“失格”は、
入札説明書「９ 落札者の決定方法（４）」に記載

○入札の無効は、入札説明書の「８ 入札の無効（８）」及び
入札公告「第７ その他」の「４ 入札の無効及び失格」に記載
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業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤

評価値 2位 ３位→2位 3位→２位→1位

契約 - - 落札

評価値 １位 １位 １位 １位 １位

契約 落札 落札 無効 無効 無効

評価値 2位 ２位→1位 2位→１位 2位

契約 - 落札
失格

（申立て）

失格

（申立て）

C社 参加なし

参加なし

参加者

A社 参加なし

B社

※入札参加申込書は業務毎に提出が必要 （いずれに参加するかは自由）

※入札価格により、業務毎の評価値は変わります。

落札可能件数を２件に制限した場合

業務⑤

１位

落札

２位

失格

（申立て）

参加なし ・落札辞退の申立て
をすることは可能

※有効な応札者不在
落札者の決定順序は、入札公告の「落札者の決定方法等」に記載された順

・公告で定めた落札
可能件数を満たさず
「申立てによる失格
」のため、有効な応
札者とならない。

【有効な応札者が不在となる場合の入札手続きについて】

１．総合評価落札方式における一括審査方式について
１－３．つづき

有効な応札者が不在となる場合は、当該案件の全応札者（落札候補者の申し立てによる「失格」となった者を
除く。）から評価値の高い者を落札候補者として決定する。
※再度落札候補者になった場合も、技術提案書の再提出は不要
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【入札説明書への記載】

有効な応札者が不在となる場合の取り扱いについては、入札説明書 「８ 入札の無効」 及び
「１０ 有効な応札者が不在となった場合」 に記載

１．総合評価落札方式における一括審査方式について

１－３．つづき
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公告PPIシステム

掲載場所

技術提案書等

（事前）

技術提案書等

（事後）

入札参加資格等

確認申請書
契約書等

-
入札公告に記載の期日

（公告日から２～３週間後）

入札公告に記載の期日

（開札日の２日後 16時まで※）

入札公告に記載の期日

（開札日の２日後 16時まで※）

落札決定後

速やかに

- 書留郵便 持参 持参 持参

単独 建設業・契約管理課 建設業・契約管理課 技術管理課 建設業・契約管理課 本課

一括 建設業・契約管理課 建設業・契約管理課 技術管理課 建設業・契約管理課 本課

単独 事務所 建設業・契約管理課 技術管理課 事務所 事務所

一括 事務所 建設業・契約管理課 技術管理課 事務所 事務所

異なる出先機関

一括
建設業・契約管理課 建設業・契約管理課 技術管理課 建設業・契約管理課 各事務所

本

課

発

注

出

先

機

関

発

注

提出期限

提出方法
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公告掲載・提出先一覧

異なる出先機関
の一括発注の案
件は、書類の提
出先にご注意く
ださい！！
複数案件落札し
た場合は提出先
も複数事務所に
なる可能性があ
ります。

事後審査の書類
は、発注者及び
書類により、
提出先が異なり
ますのでご注意
ください！！

異なる出先機関の一括発注の案件は、事後審査を
建設業・契約管理課で行います。

２．一括審査方式の公告掲載場所及び提出先について
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２．一括審査方式の公告掲載場所及び提出先について
【奈良県入札情報サービスシステム（PPI）への記載】

「一括審査」については、奈良県入札情報サービスシステム（PPI）の業務名欄にある
業務名の前に【一括審査方式】と記載

※PPI表記例

PPIにおいて、一括審査方式でまとまった対象業務を判別しやすいよう業務名の前に【一括審査方式】と記載しております。
正式な業務名は、【一括審査方式】を除いた業務名となりますのでご注意ください。
なお、提出書類の業務名記載欄に【一括審査方式】を含む業務名が記載されていたとしても業務名の記載間違いとはなりません。
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【入札公告への記載】

２．一括審査方式の公告掲載場所及び提出先について

入札公告の冒頭に一括審査の業務である旨を記載

公告者名は、業務の発注機関等により変わります
（下記表参考）

異なる出先機関での一括発注の場合は、「入札公告
第１ 競争入札に付する事項等」に、契約を行う機関の
長を明記しています

公告者名

本課発注 単独・一括 奈良県知事

単独・一括 出先機関の長

異なる出先機関一括 奈良県知事
出先機関発注
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〇技術提案書等（事前）

電子入札参加申込書の提出を行っていない場
合、入札参加できないのでご注意ください

一括審査となる業務名等を発注者側で記載しています
入札参加していない業務も消さずに残してください

３．一括審査方式の技術提案書等様式について
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一括審査となる業務名等を発注者側で記載しています
入札参加していない業務も消さずに残してください

担当者A： ４点
担当者B： ２点
担当者C： １点

の場合
３名の平均点は
２．３３３３３…
少数点以下
第３位切り捨て
になります

担当技術者の（平均値）の
算出方法は下記の（例）を
参考にしてください

（例）

３．一括審査方式の技術提案書等様式について

配点は業務によっ
て変わるのでご注
意ください
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一括審査となる業務名等を発注者側で記載しています
入札参加していない業務も消さずに残してください

３．一括審査方式の技術提案書等様式について

令和〇年８月１日以降の
初回時に必ず「委託業務
成績評定通知書」の写し
を提出ください。2回目以
降は提出不要です。
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一括審査となる業務名等を発注者側で記載しています
入札参加していない業務も消さずに残してください

技術提案書に係る評価項目「別紙－１」
に合わせた評価項目になります

３．一括審査方式の技術提案書等様式について
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〇技術提案書等（事後）

入札書及び業務委託費内訳書の提出を行って
いない業務は、審査対象外となります

一括審査となる業務名等を発注者側で記載しています
入札参加していない業務も消さずに残してください

３．一括審査方式の技術提案書等様式について
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一括審査となる業務名等を発注者側で記載しています
入札参加していない業務も消さずに残してください

３．一括審査方式の技術提案書等様式について



完

ご不明な点がございましたら、

下記の連絡先までお問い合せください。

奈良県県土マネジメント部
技術管理課品質管理グループ

TEL：０７４２－２７－７６０８
FAX：０７４２－２４－２３１０


